
  

 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

令和５年７月  

大和保育所 

看護師 岩﨑  

髙栁 

  ◎このような症状がある時は、水遊びを控えましょう。 

熱がある・解熱後 2 日以上経っていない・下痢や腹痛がある・傷が化膿し

ている（とびひ）・目（結膜炎）耳（中耳炎．外耳炎）・風邪薬を飲んでいる 

暑い季節がやってきました。高温・多湿の環境は、体力を消耗しやすいですので、

引き続き夏風邪や熱中症に注意が必要です。感染症予防に手洗いが有効ですの

で、６月に子どもたちへ『あわあわてあらいのうた』に合わせて方法を伝えてい

ます。おうちでも行ってみてください。またのどが渇いていなくても水分をこま

めに摂取し、十分な栄養と休息を取りながら元気に夏を乗り切りましょう。 

元気に楽しく水遊びが出来るように 

「毎朝の健康チェック」を！ 

＝6月に発症した感染症＝ 

・RSウイルス  ５名 

・溶連菌感染症  ２名 

・ヘルパンギーナ  3 名 

・胃腸炎 ２名 ・手足口病 1 名 

・アデノウイルス  １名 

※急な発熱の早退者   １3名 

※以上の病気は、感染拡大予防の為、医師の登園許可を得て登園し、登園届の提出をお願いします。（診断書は不要です） 

手足口病 
手のひら、足の裏、口の中に水ほうや赤い湿疹ができ、（膝やお尻に出るこ
とも）発熱や嘔吐をすることもあります。２度かかることもあります。喉の
痛みを伴うときは、喉越しがよいものを食べさせましょう。症状が消失
しても２～４週間は便からウイルスが出ます。オムツ交換後の手洗いをしっ
かり行いましょう。 
見慣れないブツブツがある時は、早めの受診を！ 

夏に多い感染症に注意しましょう！ 

 
ヘルパンギーナ 
のどの痛みを伴う、３９度以上の高熱が2～4日続きます。 
のどの奥が赤くなり、小さな水泡や潰ようが見られるのが 
特徴です。下痢や嘔吐の症状が出ることがあります。 

★★ ウイルス感染によって起こる病気です。他人への感染力も強いので、必ず受診をして医師の診断を受けましょう。 

プール熱（咽頭結膜熱） 
プールの中で水を介して感染することが多いです。３９度以上の高熱が３
～５日くらい続き、喉の痛み、目の充血やかゆみなど結膜炎の症状も出ま
す。頭痛・腹痛・下痢などの症状が出ることもあります。症状が治まって
も２週間くらいはプールはお休みしましょう。 
食事は消化のよい物を食べましょう。 

流行性角結膜炎 
アデノウイルスが原因の感染力が強い病気です。医師

の指示に従い許可を得たら登園をしましょう。 
目が腫れ、結膜のむくみや充血、普段より多く目やにや
涙が出ます。周りの人への感染源となるので、タオ
ル・洗面器など顔に触れる物は共有しないようにしまし
ょう。 

水遊びは「皮膚」「筋肉」「血管」を刺激し・筋肉の発達・抵抗力が

高まり気持ちが開放され、ストレスの発散・自律神経の発達などの

効果が期待できます 

子どもがかかりやすいウイルス性の夏か

ぜの代表格が、当園でも発症しています。

大人もかかることがありますが、子どもは

症状が重くなることがあり、注意が必要で

す。予防は冬のかぜと変わりありません。

部屋の乾燥を防ぎ手洗いをしっかり行いビタ

ミンＣを摂って規則正しい生活を心がけましょ

う。 


